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山下：「この市高での2年間の部活は非常に濃いものでした。この部活、このメン
バーだったからこそ本気になれた。そう言い切れます。去年の夏からキャプテン
になり、個人としての成長とチームとしての成長の双方を考えなければならず、
本当に悩んだのも、またそれが故に体調が優れなかったのも事実です。それで
もなお個人種目のため、チームのために鼓舞できたのは、頼れる先生と選手(マ
ネージャーもね)がいたからです。私個人としては誇れる成績ではありません
が、後輩たちがより大きな舞台で戦えるよう心の底から応援しています！」
顧問より：「市高生らしく、本当によく考えながら練習に取り組んでいました。そ
の姿勢は、後輩に受け継がれています。今後は、自分の進路実現を一番に、努力
を続けてください。」
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山岸：「今回は、県大会での反省を踏まえて、いつも通りの走りをする
ことを意識しました。予選では、県大会が終わってから改善したハード
リングが上手くできて、楽に走ることができたので、自信を持って決
勝に進むことができました。決勝でも緊張することなく、自分の走り
に集中して、自己ベストを更新することができてよかったです。ずっと
6位に入ることばかり考えていたけど、1位も狙えた試合だったなと
思うので、そこは少し心残りですが、決勝で自己ベストを出して、イン
ターハイ出場を決めることができて、本当に嬉しかったです。こんなに
プレッシャーを感じた試合は初めてだったけど、やっとみんなの応援
と期待に応えられたかなと思います。インターハイは高校最後のレー
スとなるので、悔いの残らないように、できることを全てやろうと思
います。そしてインターハイで自己ベストを出す、という最大の目標を
達成して、準決勝、決勝に進めるように頑張りたいと思います。応援、
サポート本当にありがとうございました。」
前部長　海老原：「市高陸上部の皆さんお久しぶりです！！
前部長の海老原蒼良です。今回は僭越ながら先輩代表として山岸さ
んのインターハイ出場を祝して、また、インターハイでの検討を祈って
応援のメッセージを送りたいと思います。僕達が想像も出来ないよう
な厳しい練習やレースを乗り越えてきたであろう山岸さんなら絶対に
悔いの残らない清々しいレースが出来るはずです！！陸上部のみん
なが素晴らしいサポート・応援をしてくれるので『 自分が1番楽しく、
やり切った！！』と思えるように夏の最高の舞台であるインターハイ
で堂々と走る姿を見せてください！！市高陸上部OBOG一同どんな
場所からでも心より応援しています！」
昨年ＩＨ出場　大野：「ぎしちゃん、インハイ出場権獲得おめでと
う！！！全国大会といってもやることは変わりません。最高の準備を
して、最高のパフォーマンスをすること！全国に市高 山岸ゆいの走り
を見せつけてきてね。私もそうだったけど、無名だからこそ一泡ふか
せてやる！っていうチャレンジ精神でいれば怖いものなしです。自分
は全国レベルの選手なんだっていう自信と強者たちと戦う覚悟をもっ
て全力で挑んできてください。大丈夫、ぎしちゃんにはみんながつい
てる！思う存分トライしてきてね！」
　６月２６日（日）の埼玉県選手権で、江良が８００ｍに出場し、６位入賞
を果たした。１年生ではあるが、チームのエースとしての活躍が期待さ
れる。まずは、関東選手権から。そして、来年度は関東高校やインター
ハイへの出場を果たしてほしい。試合翌日には、学校のホームルーム
で担任から、何の前触れや打診もなく、いきなり試合の報告をしろ、と
いう無茶ぶりをされたとか。そういうことにも対応できないとね。
　ところで、担任って誰？
　正解は、顧問（この文章を書いている）でした。
　関東選手権は、８月２０日（土）、山梨での開催です。
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引退に寄せて② ～部長 山下～


